
１ 第３回工事アドバイザー会議における主な意見等と対応 
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分野 項目 内容 対応 

希少動植物 

(1)新堀川の流水断面積 • 新堀川が干潟を造成することであふれることがないか、流水断面積を確認する必要。 ・流水断面積、全体容量の確認 

(2)河床の変化 • 河床全体の形がわかりづらいため、コンタ図のようなものを作った方が良い。（第２回会議） ・出水後のコンタ図の作成 

(3)底質 • シオマネキ、トビハゼ、コアマモのそれぞれに適した底質となるように考慮する必要。 
・目標とする底質の検討 
・干潟材の確保 

(4)工事のスケジュール 
• 人工干潟を造るには相当に難しい問題がある。工事は、何か起きたときに対応できるようなタイムスケールで行われ
るのか。 

・移植計画の検討 

(5)モニタリング • 干潟は、モニタリングや地域住民の方々の意見を聴きながら、よりよい形にしていければ良い。 ・モニタリング計画の検討 

歴史・文化 

(1)石垣の時代設定 • どの時代の石垣に再現するのか。縦横方向やエリア的にも時代が異なる。 ・石垣整備の考え方の確認 

(2)石垣面積 • 横堀公園切り込み部の石垣面積はどれくらいで、石材はどれくらい不足するのか。 ・石材調達必要面積の確認 

(3)石材の調達 • 不足する石材はどこから調達するのか。 ・調達候補地の選定 

(4)石材の品質 • 石灰岩や砂岩は水に溶けやすいため、事前に確認する必要。 ・品質の確認 

(5)新堀川の呼称 • 新堀川と横堀の呼び方の使い分けがわからない。 ・横堀から新堀川への移り変わりの調査 

(6)新堀の痕跡 • 工事前に埋められた新堀の位置を確認しないと、永久にわからなくなる。 ・調査スケジュールの検討 

(7)横堀公園西岸の 
  石垣根入れ部の木材 

• 木材の性格や意味を調査する必要。 〃 

(8)仮設計画 • 石垣調査のためには、矢板を設置し水を制御しながら調査する必要。 ・仮設計画の検討 

まちづくり 

(1)新堀川の親水化 

• 水辺にどこから下りることができるのか？どのように干潟に親しむのかという具体的なイメージが不明。 
• 干潟に近寄ることができる佐賀県の事例を参考にしてみてはどうか。 
• シオマネキ、トビハゼ、コアマモは、岸辺から観察できる。生物の育成保護のためには、調査時以外は入らない方が
良い。 

• 普段は川へ下りなくても、観察会や川のイベントの実施時には、下りる必要があるかもしれない。 
• シオマネキとトビハゼだけではなく、干潟にはいろいろな生物がいることを体験できるよう、干潟に近づくことができる場
所があった方が良い。 

• 空積みの石垣は、地震時に崩れる可能性がある。人を下ろすのであれば、安全を確保するため、構造を見直す必
要。 

• 伝統技術を用いた空積みの石垣の周辺は、人が本来入ってはいけないようにつくられている。 
• 安全を守ることは第一義的に大切ではあるが、それは川から人間を隔離するということでもある。 
• 石垣を空積みとすることで、石垣背面との水の出入りが容易になり、生態系がより良好に確保される。 
• 安全性や、どのようなものを見せるのかについて、小学校の先生やPTAや地域の方々の意見を、柔軟に広く取り入
れるような機会があってもいい。 

• 模型を用いて、小学生とどのような活用ができるか、ワークショップをしてみるのもいい。 

・親水化の検討 

(2)転落に対する安全性 • 新堀川に人が落ちても上がっていけない。救助する人も下りて行けない。 ・安全対策の検討 

(3)東側市道 
• ベンチに座って心地がいい景観であるべき。デザインをどのように考えているのかを示す必要。 
• 安全ゾーンを確保したうえで、ベンチの置き方など、背後のスペースの活用を議論した方が良い。 

・配置計画の検討 

(4)新堀川の歴史 

• 新堀川が、いつ頃からどのような使われ方をしてきたのか、人との関わりやまちづくりの歴史をもう少し繊細にとらえてみ
ると、移り変わりがきれいに見えるのではないか。 

• かつて、人々が川に下りて川を活用できるような仕組みがあったという痕跡を残していければ、新堀川の歴史を振り
返る上で役に立つ。 

・看板の検討 
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希少動植物が生息・生育する環境の保全 
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    （１）新堀川の流水断面積と容量の確認 
第３回会議における意見 
・ 新堀川が干潟を造成することであふれることがないか、流水断面積を確認する必要。 

河積 
最小箇所 

(No.3) 

(No.4) 

現況に比べ 
断面減 (No.12) 

整備後 

断面(容量) 
ほぼ変化なし 

川幅拡幅 
(容量増) 
約555m3増 

干潟造成・石垣創出 
(容量減) 
約403m3減 

駐車場 駐車場 

現 況 

断面(容量) 
ほぼ変化なし 
約39m3増 

新堀川全体の容量：約190m3増加 

河積 
最小箇所 

4 

新堀川の流水断面積と容量の確認 

(No.6) 河積拡大 

容量の確認 
• 干潟の整備により、流水断面積の増減は
あるが、流下能力は、新堀川の計画水流
量11.25m3/s（堀川排水機場の計算
排水量）を満足。 

• また、新堀川全体の容量は、現況に比べ
約190m3増加。 

整備後においても、必要な流下能力は確保することができる。 

• 新堀川は、台風時など高
潮等が発生すると、約１
km下流の堀川排水機
場の水門が閉鎖し、排水
ポンプによる排水が行われ
る。 

堀川排水機場 

新堀川 

• 川幅及び河積が最小となる断面、整備に
より河積が減少する断面においても、流下
能力は、新堀川の計画水流量（堀川排
水機場の計算排水量）を満足。 

• 新堀川全体の容量は、現況に比べ約
190m3増加。 

希少動植物 

  現況          整備後 

 23.3㎡  ⇒  23.3㎡（変化なし） 

  現況       整備後 

 34.5㎡  ⇒  39.8㎡（河積増） 

No.６：整備により河積増 

No.12：整備により河積減 

• 干潟造成のため、整備により現況に比べ河積が減少する。 

• 現況に比べ干潟高は高くなるが、公園切り込みにより河積は増加する。 

No.4：整備により川幅及び河積が最小 

• 公園切り込みから現況石垣へのすり付け区間となるNo.4が川幅及び河積が
最小となる。 

河積変化なし部分 

河積増加部分 

河積減少部分 

        現況             整備後 

 断面積 23㎡     ⇒    23㎡（変化なし） 
(流下能力 33m3/s  ⇒     33m3/s ) 

               現況           整備後 

 断面積    35㎡    ⇒    40㎡ （河積増） 
(流下能力   46m3/s ⇒       51m3/s) 

         現況            整備後 

 断面積   30㎡   ⇒     24㎡（河積減） 
 (流下能力 41m3/s ⇒     30m3/s   ） 

流水断面積の確認 

河積変化なし部分 

河積増加部分 

河積減少部分 

河積変化なし部分 

河積増加部分 

河積減少部分 

※流下能力：朔望平均満潮位EL=1.00mのときの流量 
※計画流量11.25m3/s：堀川排水機場の排水ポンプ能力 
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堀川排水機場 

新堀川 

新堀水門 

• 新堀川は、台風時など高潮等が発生す
ると、約１km下流の堀川排水機場の水
門が閉鎖し、排水ポンプによる排水が行
われる。 

• また、新堀川の上流端には新堀水門があ
り、洪水時は水門が閉鎖される。 

• このため、新堀川は、上下流からの流入が
制御される。 

No.６：整備により河積増 

No.12：整備により河積減 

• 干潟造成のため、整備により現況に比べ河積が減少する。 

• 現況に比べ干潟高は高くなるが、公園切り込みにより河積は増加する。 

No.4：整備により川幅及び河積が最小 

• 公園切り込みから現況石垣へのすり付け区間となるNo.4が川幅及び河積が
最小となる。 

河積変化なし部分 

河積増加部分 

河積減少部分 

流水断面積の確認 

河積変化なし部分 

河積増加部分 

河積減少部分 

河積変化なし部分 

河積増加部分 

河積減少部分 
  現況          整備後 

 29.5㎡  ⇒  23.7㎡（河積減） 

干潟整備後の新堀川の容量を確認 

        現況             整備後 

 断面積 23.3㎡     ⇒  23.3㎡（変化なし） 
(流下能力 32.8m3/s  ⇒   33.6m3/s   >  11.25m3/s) 

               現況           整備後 

 断面積   34.5㎡    ⇒  39.8㎡ （河積増） 
(流下能力  45.8m3/s ⇒  51.2m3/s   >  11.25m3/s) 

         現況            整備後 

 断面積   29.5㎡   ⇒  23.7㎡（河積減） 
 (流下能力 40.6m3/s ⇒  30.3m3/s   >  11.25m3/s） 



    （２）河床状況 5 

月 

降水量(mm) 

合計 
最大 

日 1時間 10分間 

1 23.5 17.5 6.0 1.5 

2 81.0 33.0 8.0 2.0 

3 144.0 42.0 8.0 3.0 

4 207.0 61.0 10.0 3.0 

5 184.0 122.5 43.0 12.0 

6 385.0 91.0 66.0 16.5 

7 472.5 83.0 34.5 9.5 

8 280.5 94.5 28.5 7.0 

9 224.0  67.5 61.5  20.5 

10 400.0 218.0 75.5 21.5 

表 気象庁高知観測所の月別降水量 出典：気象庁HP 

前回 
調査 

今回 
調査 

第２回会議における意見 
・ 河床全体の形がわかりづらいため、コンタ図のようなものを作った方が良い。 

渇水期と出水期における河床の変化 

• 新堀川の形状を詳細に把握するため、位置及び標高を概ね1cmピッチで得ることができるレーザー測量をH31.2月に実施。 
• 出水期末期のR元.10月末に再度レーザー測量を行い、河床の変化を比較。 

2019年10月3日 高知新聞 夕刊(7面) 

2019年10月3日 高知新聞 夕刊(1面) 

鏡川の出水状況（令和元年10月３日） 

令和元年10月３日の豪雨による被害を伝える新聞記事 

比
較 

西岸石垣調査状況 

東岸石垣調査状況 

• 新堀川は、台風時など高
潮等が発生すると、約１
km下流の堀川排水機
場の水門が閉鎖し、排水
ポンプによる排水が行われ
る。 

堀川排水機場 

新堀川 

周辺の河川が増水するような降雨時においても、新堀川では石垣
調査による河床の変化以外の変状は確認できない 

※新堀川は、台風など高潮等が発生すると、約１km下流の堀川排水機
場の水門が閉鎖し、ポンプによる排水が行われている。 

希少動植物 

コンタ図による河床変化の確認 

石垣調査による 
地形の変化 

石垣調査による地形の変化 

排水ポンプによ
る洗掘と考えら
れる変状 

ポンプ排水 
による洗掘跡 

今回 
調査 

前回 
調査 

東 

西 

今回 
調査 

前回 
調査 

10月３日の台風18号による
大雨により鏡川などが出水 

出水前後における河床形状の比較（横堀公園前） 
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    （３）底質の検討 6 

第３回会議における意見 
・ シオマネキ、トビハゼ、コアマモのそれぞれに適した底質となるように考慮する必要。 

底質の検討 

• 干潟の造成により、材料が最大で約80m3（130m2×深さ60cm）不足。（第３回会議で提示） 

• 不足土は、河川浚渫工事を予定している久万川から、干潟材として適用可能である底質の土を流用予
定。 

新堀川 

久万川 
調査地点② 

調査地点① 

調査地点① 

調査地点② 

干潟材料の確保 

新堀川におけるシオマネキの 
生息孔と周辺の底質状況 

県内のシオマネキの主要な生息
地における生息孔と周辺の底質状
況 

底質の検討 

【干潟の底質】（シオマネキ・トビハゼ） 
• 新堀川における現況の干潟の底質は、主要な生息地に比べて粘土・シルト分が低い。 
• 底質が、より適したものとなるよう、久万川の土を活用し、現況の新堀川以上の底質を目指す。 
【水面の底質】（コアマモ） 
• 平成20年に駐車場の一部を試験的に撤去した後、現況の底質で継続的にコアマモの生育が確
認されていることから、現況の底質から変更を行わない。 

• ただし、モニタリングにより、専門家から現況の底質が不適と判断された場合は、現況の新堀川以
上の底質を目指す。 

久万川の底質状況 

0

20

40

60

80

100

粘土(<0.002mm) 

シルト 
(0.002～0.02mm) 

細砂 
(0.02～0.2mm) 

粗砂 
(0.2～2.0mm) 

礫(>2.0mm) 

高知市 
A地区 

四万十川 

久万川 新堀川公園前西岸 

現況活用 

水中 
コアマモ 

干潟高 
(シオマネキ) 

干潟低 
(トビハゼ) 

水中 
(コアマモ) 

県内における 
シオマネキの主要な生息地 

コアマモ生育地
における粘土・
シルトの含有率 

駐車場撤去部（水面ゾーン） 

現況の新堀川以上の底質を目指す 現況活用 

干潟高 
シオマネキ・トビハゼ 

横堀公園前 

現況の新堀川以上の底質を目指す 

新堀橋 

駐車場 

駐車場 
撤去 

駐車場撤去前 現在（R元調査） 

駐車場 

試験的に駐車
場を一部撤去
した隙間に日
が当たりコアマ
モが生育（底
質変更なし） 

希少動植物 

【現況に比べ地盤高の変更がある箇所】 
• 新堀川における現況の干潟の底質は、主要な生息地に比べて粘土・シルト分が低い。 
• このため、底質は、各生物に、より適したものとなるよう、現況の新堀川以上の底質を目指す。 
【現況に比べ地盤高の変更がない箇所（水面）】 
• 平成20年に駐車場の一部を試験的に撤去した後、継続的にコアマモの生育が確認されている。 
• このため、駐車場撤去後、現況の底質から変更を行わない。 
• ただし、モニタリングにより、専門家から現況の底質が不適と判断された場合は、現況の新堀川以
上の底質を目指す。 

干潟低 
トビハゼ 

水中 
コアマモ 
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    （４）移植計画の検討 ①干潟の造成 7 

第３回会議における意見 
• 人工干潟を造るのには、（モニタリングにより改善を加える必要があり、）相当に難しい問題がある。工事は、何か
起きたときに対応できるようなタイムスケジュールで行われるのか。 

段階的な移植計画の検討 

干潟の造成 

• 公園前の西側の干潟は、新堀川で最
も多くのシオマネキが確認されているが、
東側の干潟ではシオマネキが確認され
ていない。 

• 生息には、干潟高さが影響していると
考えられる。 

造成干潟の計画高 

0.32 

0.13 

0.31 

0.27 

0.05 

-0.15 

-0.56 -0.12 

0.05 

0.27 

0.23 

0.32 

0.13 

0.03 

-0.48 
-0.23 

シオマネキ確認範囲 

0.31 

完成工区の干潟を移植先として整備 

• 完成工区にある桜井橋北側の干潟の高さは、EL=0.05～0.32程度。 
• シオマネキは、その中でも、干潟高が高い箇所（EL=0.31付近）にのみ確
認されている。 

公園東側に造成する干潟の高さ 
：公園西側の干潟の高さである 
  E.L.0.35～0.75に計画。 EL=0.74m 

EL=0.00m 

西側 
（シオマネキ確認） 

東側 
（シオマネキ未確認） 

朔望平均満潮位 EL=1.00m 

朔望平均干潮位 EL=-0.94m 

【横堀公園前の横断図】 

【桜井橋北側干潟の横断図】 

朔望平均満潮位 EL=1.00m 

朔望平均干潮位 EL=-0.94m 
現況：EL=0.05～0.32m 

東側 
（部分的に高い位置にのみシオマネキを確認） 

造成後：EL=0.35～0.75m 

造成に必要となる土は、久万川から調達 

シオマネキが生息していない東側干潟の高さは、生息数が多い西側干潟に比べ70cm程度低い 

移植 

• 工事前に移植先を確保するため、専門家の意見をもとに、桜井橋北側
干潟の高さを変更。 

• 高さを変更した干潟に、公園西側の干潟に生息するシオマネキを一部移
植。                        （令和２年春頃を予定） 

• モニタリングを行い、必要に応じて新たに造成する干潟の計画に反映させ
る。 

希少動植物 

• 新堀痕跡調査及び桟橋工事による本格的な移植に先立ち、専門家の
意見をもとに、桜井橋北側干潟の高さを変更。 

• 高さを変更した干潟に、公園西側干潟のシオマネキの一部を移植。 
                            （令和２年春頃を予定） 
• モニタリングを行い、必要に応じて新たに造成する干潟の計画に反映させ
る。 

資料５ 



    （４）移植計画の検討 ➁シオマネキ・トビハゼの移植 8 希少動植物 

シオマネキ・トビハゼの移植 

締切り予定位置 

調査・解体する石垣 

H31調査結果 

• 新堀の痕跡を調査するため、シオマネ
キ・トビハゼが生息する西側の干潟を
掘削する。 

• 東岸と同様に、水位が高くても調査可
能な環境とするため、締切りにより止
水を行う。 

• 締切り前に、シオマネキ・トビハゼを捕
獲し、完成した東岸造成干潟または
桜井橋北側干潟に移植。 

• 移植は、繁殖期前の春を予定してい
るが、調査や工事時にシオマネキ・トビ
ハゼが確認された場合においても、同
様に捕獲し、造成干潟へ移植。 

試掘により根入れ部で確認された木材 

公園東岸（石垣調査・移築時） 

試掘状況 

公園西岸（新堀痕跡調査時・桟橋施工時） 

作業スペース 
３～５m程度 

作業スペースに水が
浸入しないよう締切り 

トビハゼは桜井橋
北側干潟へ移植 

前面を掘削し
石垣根入れ部
を調査 

• 横堀公園前の石垣について、解体移築前に干潟下の石垣基礎まで掘削し、石垣全体の記録保存を行う。 
• 調査を行うためには、水位が高くても調査可能な環境となるように、締切りにより止水する。 
• 締切り内のトビハゼは、締切りの施工前に捕獲し、桜井橋北側の干潟へ移植。（令和２年春頃を予定） 
• 調査中にトビハゼが確認された場合においても、捕獲し、移植。 
• なお、公園東岸では、シオマネキが確認されていないが、調査中に確認された場合は、桜井橋北側の干潟に
移植する。 

作業スペース 

作業スペースに水が浸入
しないよう締切り 

桟橋施工 

密度高 
 

密度中 
 

密度低 
※生息範囲 

現況（切り込み前）の 
石垣ライン 

締切り予定位置 

新堀痕跡調査を行う石垣 

現況（切り込み前）の 
石垣ライン 

桟橋のライン 

新堀痕跡調査時 桟橋施工時 

資料５ 

桜井橋 
北側干潟 桜井橋 

北側干潟 

公園前 
干潟 

公園前 
干潟 

桜井橋 
北側干潟 

桜井橋 
北側干潟 

公園前 
干潟 

桜井橋 
北側干潟 

公園前 
干潟 



令和元年度の横堀公園付近のコアマモの繁茂状況 

• コアマモの根深さの20～30cmを土ごとスコップで採取。 
• 移植先に同様の深さの穴を格子状に空け、コアマモを土ご
と移植。 

コアマモを部分移植 

締切り予定位置 

    （４）移植計画の検討 ③コアマモの移植 9 

コアマモの移植 

• 新堀の痕跡を確認する際に、西側の水を締め切る。 
• コアマモ群落の一部が、締め切り内となる。 
• 締切りを行う前に、コアマモを東側へ部分的に移植。（令和元年度冬頃を予定） 
• 移植後の繁殖状況を調査し、水面の整備及び移植方法について、必要に応じて改善。 

• 西側干潟は、道路拡幅桟橋により覆われ、コアマモの生育に必要となる光があたらなくなる。 
• このため、桟橋工事前に、公園を切り込み創出した水面へコアマモを移植。 

桟橋のライン 

新堀痕跡調査に伴う部分移植 

桟橋工事に伴う移植 

移植方法 

作業スペースに水が
浸入しないよう締切り 

作業スペース 石垣根入
れ部を掘
削し、新
堀の痕跡
及び木材
を調査 

コアマモを東側へ部分移植 

コアマモを東側へ移植 

四万十川のワンドにおけるコアマモの移植の事例 出典：中村河川国道事務所ホームページ 

希少動植物 

密度高 
 

密度中 
 

密度低 

資料５ 



②水面；コアマモ 

①干潟；シオマネキ・トビハゼ 

    （５）モニタリング計画の検討① 10 

第３回会議における意見 
• 干潟は、モニタリングや地域住民の方々の意見を聴きながら、よりよい形にしていけば良い。 

モニタリング計画の検討 

生物調査の実施と結果の公表 

• 平成13年度に、はりまや工区の設計や工事の実施に先立ち、新堀川に生息する魚類、底生動物、飛来する鳥類を把握するため
環境調査を実施。 

• 同様の環境調査を、工事再開を判断した平成30年夏から平成31年春にかけて実施し、工事アドバイザー会議において結果を公表
済み。 

工事 
完了 

工事前 工事中（着手から完成：概ね５年） 工事完了後（5年程度） 

STEP．１ 
実施プラン作成 

STEP．２ 
モニタリング実施 

STEP．３ 
調査結果公表 

STEP．４ 
問題点抽出 

STEP．５ 
生息・生育環境の改善 

計画（Ｐ） 実行（Ｄ） チェック（Ｃ） 改善（Ａ） 

結果の 
公表 

・シオマネキ 

・トビハゼ 

・コアマモ 

移植作業 移植作業 

工 事 

シオマネキ・トビハゼ・コアマモを段階的に移植 

詳細設計 

移植作業 

実施プラン作成 

・干潟及び水面の創出にあたり、シオマネキ・トビハゼ・コアマモについてのモニタリングを実施。 
・結果から問題点を抽出し、専門家に意見を聴き、必要に応じて干潟及び水面の形状変更を検討し、生息・生育環境の改善を行う。 

モニタリング 

• 干潟及び水面の創出にあたっては、工事後にモニタリングを行い、専門
家の意見をもとに、必要に応じて干潟及び水面の形状を変更し、結果
を公表。 

• モニタリングは、安全性に考慮し専門業者のみで実施。 
• 工事完了後のモニタリングは、小学生や地元住民の皆さまの環境学習
の場としても活用可能。 

モニタリング計画の大まかな流れ 

環境学習 

結果の 
公表 

環境 
調査 

実施済み 

モニタリングの対象種 

はりまや橋小学校からは理
科の授業に活用できるとの
意見をいただいている 

希少動植物 資料５ 



    （５）モニタリング計画の検討② 

シオマネキ・トビハゼ 
：確認位置と個体数を記録 

はりまや町一宮線整備後の 
歩道上から観察・記録 

横堀公園から 
観察・記録 

イメージ図 

底生動物・水生生物 

（２）方法 ※専門コンサルタントが同行 

• 歩道や公園上から双眼鏡を用いて観察。 
 （希少種への負荷への回避及び安全性に配慮） 

コアマモの観察状況 

（１）概要 

• 生態の特徴について現地で学習。 
• 生息数や生育範囲等についてモニタリングを実施。 

（１）概要 

• コアマモの群落や干潟は、様々な種類の水生生物の生息・生育場となっている。 
• それらの重要性について学習したうえで、新堀川のコアマモ群落内や干潟に出現する水生生
物種や底生生物種についてモニタリングを行う。 

（２）方法 ※河道内での作業となるため、専門コンサルタント等が実施 
 

採集した生物
を種類ごとに
子どもたちが
記録 

• コアマモ群落 
 ：小型曳き網やタモ網に 
  より群落内の水生生物 
  を採集 
• 干潟 
 ：採取した泥土をザル等 
  で濾し、底生生物を採集 
 

記録後は、 
新堀川に 
戻す 

新堀川の干潟で採集された底生動物 
小型曳き網による生物採集の状況 水生生物の観察状況 

横堀公園な
どに陸揚げ 

採 集 陸揚げ 観察・記録 

観察・記録 

コアマモ 
：生育範囲と生育密度を記録 

モニタリングの環境学習への活用案 

希少種（シオマネキ・トビハゼ・コアマモ） 

11 希少動植物 

四万十川における環境学習の事例（出典；中村河川国道事務所ホームページ） 

資料５ 



    （６）希少種への配慮 ①杭の打設工法の検討 12 希少動植物 

• 新堀川内での杭施工は、セメント等を使用せず、土の排出もなく、
地上部からの施工が可能であるため、新堀川内にすむ動植物への
影響が最小限となる油圧バイブロ工法を採用する。 

• この工法は、北側の整備済み区間において、使用した工法である。 

①油圧バイブロ工法 ➁中堀圧入工法 ③回転杭工法 ④ジャイロプレス工法 

状況写真 

概要 
大型のクレーンにて油圧式バイブロハンマを
つり上げ、振動力により鋼管杭を打設する
工法 

３点式杭打機により鋼管内部をオーガー
により掘削排土しながら圧入し、セメントミ
ルクを噴出して基礎部分の根固めを行う
工法 

鋼管の先端に羽根を付けた回転杭を小
型の３点式杭打機により回転させながら
圧入する工法 

専用の油圧圧入機により、鋼管杭を回
転させながら圧入する工法 

希少種等への 
影響 

セメントを使用しない工法で、排土も発生
しないため、希少生物への影響が最小限と

なる。                   ◎ 

セメントミルクを大量に使用し、セメント分を
含んだ排土が大量に発生する。 

☓ 

セメントを使用しない工法で、排土も発
生しないため、希少生物への影響が最

小限となる。              ◎ 

セメントを使用しない工法で、排土も発
生しないため、希少生物への影響が最小

限となる。                ◎ 

河川内における
施工性 

地上部分から施行が可能。 
 
 
 

◎ 

機械の形状より、地上部分しか打設でき
ない。河川内に打設する場合は盛土によ
る施工基板整備が必要で、希少種に影
響する。 

                       ☓ 

機械の形状より、地上部分しか打設でき
ない。河川内に打設する場合は盛土に
よる施工基板整備が必要で、希少種に
影響する。  

                      ☓ 

最初にステージを設置すれば盛土等を設
置しなくても河川上で施工が可能。ただ
し、杭打設のへの反力を確保するため、
河川内に連続基礎を打設する必要があ

る。                    △ 

経済性 
（比率） 

          １．０          ◎ 
セメントミルクを大量に使用する工法である
ため適用不可能             － 

          ２．３         ○           ３．５         △ 

新堀川内における杭の打設工法の検討 平面図 側面図 
（河川縦断（南北）方向） 

進行方向 油圧バイブロ工法による杭打設のイメージ 

進行方向 

道路 

4500 4500 4500 

資料５ 



歴史・文化の保存と再生 
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新堀橋 
新市橋 

桜井橋 

小学校 

布積み 
西側の石材、北側整備時
に撤去した石材を活用 

(花崗岩・砂岩) 

【布積み・花崗岩】 【布積み・砂岩】 

道路の下となり、見えなくなる石垣 

亀甲崩し 
既設の石材(石灰岩)を使用
し、不足分は石灰岩を調達 

布積み 
不足分は、県内産の砂岩を調達 

第３回会議における意見 
• どの時代の石垣に再現するのか。縦横方向やエリア的にも時代が異なる。 石垣整備の考え方の確認 

石垣整備の考え方 

    （１）石垣整備の考え方の確認 14 

【コンクリート擁壁部】 
• コンクリート擁壁の全面に石垣を整備し、周辺に調和した環境を整備。 
• 下町の堀の風景や、慣れ親しまれた西側の石垣の風景を創出。 

得月楼本店の正面（若松町・大正～昭和初期） 

【出典】新堀のくらし 【出典】高知市の昭和 
（現在のはりまや町１丁目） 種崎町 土陽新聞社 

新堀川(下町)周辺の布積みの風景 

【横堀公園前】 
• 安政～明治頃にできた石垣と推定され、新堀川に現存す
る石垣の中で、最も古い石垣。 

• 現在と同じ積み方、同じ石材で石垣を移築。 

公園前の亀甲崩しの石垣 

歴史・文化 資料５ 

スクリーン スクリーン 



    （２）石垣面積 15 

第３回会議における意見 
• 横堀公園切り込み部の石垣面積はどれくらいで、石材はどれくらい不足するのか。 調達が必要となる石垣面積の確認 

横堀公園前 
（亀甲崩し） 

整備 
≒必要石材290m2 
既設流用 
≒発生石材230m2 

駐車場下：新堀橋～桜井橋 （コンクリ-ト擁壁） 

四国銀行前※工事影響外 
（布積み・練積み） 

電車通り～新堀橋 
（布積み） 

天端撤去：発生石材≒70m2 

駐車場下：新堀橋～新市橋 
（布積み・上層は練積み） 

天端撤去 ：発生石材≒50m2 
崩壊部修復：必要石材≒20m2 

電車通り～新市橋（石垣） 

電車通り 
横堀公園 四国銀行 

新堀橋 

新市橋 
桜井橋 

小学校 

駐車場下：新市橋～桜井橋 
※存置（コンクリート擁壁） 

水面ゾーン 
整備≒必要石材330m2 

干潟ゾーン 
整備≒必要石材140m2 

※保存部が健全ではない場合： 
  木の根等により変状の場合は、 
   間詰め石による補修または 
   布積みによる積み直し 

石垣取り除き 

根による変状 崩壊 

※保存部が健全ではない場合： 
  はらみ出しや崩壊した場所は、 
  間詰め石による補修または 
  布積みによる積み直し 

石垣取り除き 

電車通り～新市橋（石垣） 

電車通り～新堀橋（布積み） 
駐車場下：新堀橋～新市橋（布積み・上層は練積み） 

布積み 布積み 

横堀公園前 

既設擁壁の前面
に石垣を施工 既設擁壁の前面

に石垣を施工 捨石で基
礎を保護 

駐車場下：新堀橋～桜井橋 （コンクリ-ト擁壁） 

水面ゾーン 
干潟ゾーン 

布積み（花崗岩・砂岩） 布積み（砂岩）、捨石 

現況の平面形状、勾
配、積み方を踏襲 

亀甲崩し 
（石灰岩） 

西 

東 

区間 
必要 
石材 
(m2) 

発生 
石材 
(m2) 

積み方 

西 

電車通り～
新堀橋 

70 布積み 

西 
駐車場下 

20 50 布積み 

東 
公園前 

290 230 
亀甲 
崩し 

東 
水面ゾーン 

330 布積み 

東 

干潟ゾーン 
140 布積み 

※捨石除く 

駐車場上 
仮置き 

30 

ロス率 80 10% 

合計 860 380 

• 石垣面積約480m2分の石材が
不足 

• 解体調査の結果、健全性を失い
流用できない石材については、追
加石材を確保する必要。 

調達必要石材面積 

石垣 
取り除き 

保存※ 

歴史・文化 

裏込材 

亀甲崩し（空石積） 

基礎の安定を図るため 
地盤改良を実施 

布積み（空石積） 

裏込材 

基礎の安定を図るため 
地盤改良を実施 

既設擁壁の前面に
石垣を施工 

既設擁壁の前面に
石垣を施工 

布積み（空石積） 

捨石で基礎を保護 

横堀公園前 駐車場下：新堀橋～桜井橋 （コンクリ-ト擁壁） 

水面ゾーン 干潟ゾーン 

現況の平面形状、勾配、積み方、材料を踏襲 

亀甲崩し 
（石灰岩） 布積み 

（花崗岩・砂岩） 
布積み（砂岩）、捨石 

板柵で基礎を保護 

栗石 

資料５ 



    （３）石材の調達 （４）品質の確認 16 

第３回会議における意見 
• 不足する石材はどこから調達するのか。 
• 石灰岩や砂岩は水に溶けやすいため、事前に確認する必要。 

調達候補地の選定 
品質の確認 

• 調達候補地は、高知県内を優先的に選定。 
• 石灰石は、石垣の石材として搬出している須崎市の採掘場の石材の使用を

予定。 

調達候補地の選定 

• 品質を証明するJIS試験ではすりへり試験や水密性の評価項目はあ
るが、水溶性については、試験結果では確認できない。 

• 公園前石垣施工から工区の完成までは、５年程度期間を要すこと
から、モニタリングを行い、石材の状況を注視する。 

品質の確認 

歴史・文化 

はりまや町一宮線 

須崎市 
（石灰岩） 

越知町佐ノ国 
（砂岩） 

香南市香我美町山北 
（砂岩） 

【地図出典：高知県の道路】 

この地図は、測量法第29条に基づく承認「平30四使第２号」を得て、国土地理院発行の20万分の１地勢図を複製したものを一部転載したものである。 

資料５ 



    （５）新堀川の呼称 17 

第３回会議における意見 
• 新堀川と横堀の呼び方の使い分けがわからない。 

【「貞享三年高知城下絵図」の解説】 
1686年 出典：描かれた高知市 
• 絵図に添えられた解説には、「現在の新
堀小学校の東側を南北に伸びる『横堀
』」、「かつて、はりまや橋に通じて浦戸湾
とを結んだ、後に堀川と呼称される『竪
堀』」とある。 
 

【藩政時代之高知街図】 出典：新堀のく
らし 
 （土陽隠見録高知之図(天保元年1830年)を
元にして他の藩政時代図を照合補足して作成） 

• 現在の新堀川を「横堀」と明示。 
 
【昭和27年の住宅地図】 
• 横堀と呼ばれた川沿いに「新堀注水所
」があるため、この頃には、横堀が新堀
川と呼ばれていた可能性がある。 

絵図・文献による確認 

新堀川（横堀） 

• 山内一豊が城下町のまわりに惣構えのための堀をつくる。 
• その一部が、後の縦堀（堀川）と横堀（新堀川）と呼
ばれていたと考えられる。 

• なお、現在は埋立てられ、姿を見ることができない新堀は
、1625（嘉永２年）に、赤岡町・樽屋町・佐賀町の
町人が集まり、横堀（新堀川）の西側に自費でつくられ
た。 

【出典】正保土佐国城絵図 

上町 
郭中 

下町 

高知市縦横明細地図（1952の高知） 
昭和27年版 日本地図編集社 藩政時代之高知街図 出典：新堀のくらし 

• 絵図（貞享三年高知城下絵図）に添えられた解説に、以下の記述がある。（出典：描かれた高知市） 
  「現在の新堀小学校の東側を南北に伸びる『横堀』」、「かつて、はりまや橋に通じて浦戸湾とを結んだ、後に堀川と呼称される『竪堀』」 
• 絵図や文献に、現在の新堀川を「横堀」と記したものは確認できなかった。 
• 「横堀」から「新堀川」への移り変わりを示したものについても確認できなかった。 

• 惣構えのためにつくられた堀の一部が、いつ頃から「横堀」「新堀川」と呼ばれていたかは確認できなかった。 
• 現在は、地域の皆さまに「新堀川」の呼び方が浸透している。 

• 川の呼称が変更された時期が不明。 
• 新堀川は河川ではないため、昔の呼称を確認するような台帳等がない。 
• 新堀川の名称は、地元らの呼称を元に整理されたもの。 

新堀川管理者（高知市）への確認 

歴史・文化 

横堀から新堀川への移り変わりを調査 

資料５ 

スクリーン 

スクリーン 



   （６）新堀の痕跡（７）西側石垣根入れ部の木材（８）仮設計画の検討 18 

第３回会議における意見 
• 工事前に埋められた新堀の位置を確認しないと、永久にわからなくなる。 
• 木材の性格や意味を調査する必要。 
• 石垣調査のためには、矢板を設置し、水を制御しながら調査する必要。 

調査スケジュール及び仮設計画の検討 

調査スケジュール及び仮設計画 

• 工事は、桟橋に覆われる公園前西側干潟の代替となる東側干潟の造成と、それに伴う
公園切り込み工事から着手。 

• 公園切り込み工事を行うためには、新堀川の幅を狭めて締め切りを行う必要がある。 
• 新堀の痕跡及び試掘調査で確認された基礎部の木材を調査するためには、水位が高く
ても調査可能とするよう、締め切りにより止水を行う必要がある。 

• 両岸同時に締め切りを行うと、河積が少なくなるため、締め切りは片岸ごとに行う。 

試掘により根入れ部で確認された木材 

• 公園切り込み完成後に、西側の新堀痕跡調査及び
基礎部の木材調査を実施。 

 （令和２年度後半を予定） 【出典】正保土佐国城絵図 

作業スペースに水が浸入し
ないよう締切り 

作業スペース 

石垣根入れ部を掘削し、新堀
の痕跡及び木材を調査 

①東側石垣移築時の仮設計画 
 （令和元年度末～令和２年度半ばを予定） 

締め切りにより止水 

通水箇所 

公園を切り込み 
石垣を移築 

②新堀痕跡調査及び木材調査時の仮設計画（令和２年度後半を予定） 

干潟を 
造成 

歴史・文化 

新堀痕跡調査を行う石垣 

資料５ 

通水箇所 

締め切りにより止水 
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    （９）石垣への配慮 ①桟橋構造の検討 19 

桟橋基礎構造の検討 

• 前回会議では、西側石垣背面に設置する桟橋基礎として、コ
ンクリート擁壁を提案。 

• 今回、基礎施工にかかる掘削による石垣への影響を最小限と
するため、「杭基礎＋縦桁」に見直し。 

前回会議での提案 今回提案 

見直し 

桟橋基礎構造の検討 

• 前回会議では、杭を等間隔に配置した計画を提案。 
• 今回、杭打設による西側石垣への影響を最小限とするため、
川側の杭を石垣から最大限に離れた位置とするように見直し。 

前回会議での提案 今回提案 

見直し 

歴史・文化 資料５ 



    （９）石垣への配慮 ②杭の打設工法の検討 20 

石垣背面における杭の打設工法の検討 

• 石垣背面の杭施工は、振動が発生せず、
近接する石垣への影響が最小限となり経済
性に優れる回転杭工法にて施工を行う。 

• なお、施工中は、石垣の状況を確認し、必
要に応じて打設速度等の検討を行う。 

石垣背面の杭施工工法の検討 

歴史・文化 

①油圧バイブロ工法 ➁中堀圧入工法 ③回転杭工法 ④ジャイロプレス工法 

状況写真 

概要 
大型のクレーンにて油圧式バイブロハンマ
をつり上げ、振動力により鋼管杭を打設
する工法 

３点式杭打機により交換内部をオー
ガーにより掘削排土しながら圧入し、セメ
ントミルク噴出して基礎部分の根固めを
行う工法 

鋼管の先端に羽根を付けた回転杭を
小型の３点式杭打機により回転させ
ながら圧入する工法 

専用の油圧圧入機により、鋼管杭を回
転させながら圧入する工法 

既設石垣への
影響 

振動を伴う工法であるため、石垣背面に
打設する場合は、振動が直接伝播して
石垣の変形が生じる可能性が高い。 
 

△ 

振動が発生しない工法であるが、中堀
時のオーバーカットにより、多少の地盤変
状が生じる可能性がある。 
 

△ 

周辺地盤への影響が小さい工法である
ため、近接する石垣への影響は少ない。 
 
 

◎ 

周辺地盤への影響が小さい工法である
ため、近接する石垣への影響は少ない。
ただし、杭打設のための反力を確保す
るために連続基礎を打設する必要があ

る。                ○ 

周辺家屋への
影響 

騒音は、基準値以下となる。 
振動は、７ｍ程度離隔を確保すれば基
準値以下となる。 

△ 

振動、騒音はほとんど発生しない。   
 
 

◎ 

振動、騒音はほとんど発生しない。   
 
 

◎ 

振動、騒音はほとんど発生しない。   
 
 

◎ 

経済性 
（比率） 

          
 １．０          

◎ 

セメントミルクを大量に使用する工法であ
るため、希少種への配慮から適用不可
能 

－ 

２．３ 
○ 

３．５ 
△ 

回転杭工法による杭打設のイメージ 

資料５ 



まちづくり 
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    （１）親水化の検討① 22 

第３回会議における意見 
• 水辺にどこから下りることができるのか？ 
• 干潟にいるいろいろな生物を体験できるよう、干潟に近づくことができる場所があった方た良い。 
• 空積みの石垣は、地震時に崩れる可能性があるため、人を下ろすのであれば構造の見直しが必要。 
• 安全性や、新堀川でどのようなものを見せるのかについて、小学校の先生やPTAや地域の方々の意見を
柔軟に広く取り入れる機会があってもいい。 

安全性の確認 
はりまや橋小学校、新堀川・横堀公園の管理
者の意見を確認 

安全性の確認 

• 新堀川の１日の干満差は、最大で２ｍ程度。 
• 上下流は、桟橋や電車通り側は橋梁で全面が覆われており、子どもたちが入り
込み、満潮時に取り残されてしまうと大変危険。 

• 西側は、道路の拡幅により、８～13m程度が桟橋で覆われ、奥まで入り込ん
でしまった場合、周りから死角となるため子どもたちを確認できない。 

• なお、石垣は空積みであるため、地震時には崩れる可能性がある。 

8m 

13m 

現況 

拡幅ライン 

8m 

13m 

整備後 

護岸位置 

現況の四国銀行前（干潮時） 

           

拡幅イメージ(満潮時) 

関係機関の意見 

【はりまや橋小学校】 
• 子どもたちの安全管理上、大変危険であり、いつでも川へ下りていけるような構
造はやめてほしい。 

【管理者（高知市）】 
• 川へ自由に出入りできる構造にすると、下りた人が事故にあった際、管理責任
を問われることになるため、川へ下りることができる構造とすることはできない。 

子どもたちの安全性を確保するため、干潟へ下りることができる構造とすることはできない。 

干満差  最大約２ｍ 

現況の公園前（干潮時） 

8m 

13m 

拡幅イメージ(満潮時) 

 まちづくり  資料５ 



    （１）親水化の検討② 23 

干潟＋開放水面ゾーン 開放水面ゾーン 干潟ゾーン 

新市橋 
：歩行者専用橋として整備 
 （現在は自動車も通行可能） 

 まちづくり  

干潟や水面に親しむことができる環境の整備 • 干潟が現況高さに比べ高くなることで、より近くに干潟を見ることができる。 
• また、転落防止柵位置の変更、新市橋の歩道橋化により、現在よりも干潟や水面を近くから安全に眺めることが
可能。 

有明海における干潟 • 有明海は、干満差が大きいところで５～６ｍにもなり、ムツゴロウやシオマネキ、トビハゼなどの希少種が生息。 
• 広大な干潟を利用し、干潟体験や、干潟にすむ動植物を間近に観察することができるような整備が行われている。 
• 有明海の干潟は、新堀川に比べ広大であり、人の目が届きやすい。 

肥前鹿島干潟（佐賀県） 

• 干潟を丸ごと体感する運動会や、干潟環境教室が実施されている。 
• 階段護岸が整備されており、水辺まで下りることが可能。 
• 干潟が広大であるため、人の目が届きやすく安全。 

【出典】「道の駅鹿島」ホームページ 

東よか干潟（佐賀県） 

• シチメンソウの群生が広がる。 
• 海側には柵が設置され、所々に柵まで歩く
ことができる通路が設置されている。 

• 干潟が広大であるため、人の目が届きやす
く安全。 

【出典】「ラムサール条約登録湿地
関係市町村会議」ホームページ 

干潟＋開放水面ゾーン 
開放水面ゾーン 干潟ゾーン 

現況の干潟高 

資料５ 



    （２）安全対策の検討 24 

写真 高知城の掘（追手門前） 
写真 高知城の掘（追手門前） 

第３回会議における意見 
• 新堀川に人が落ちても上がっていけない。救助する人も下りて行けない。 安全対策の検討 

転落を防止する防護柵の設置 

• 新堀川への転落を防止するため、川沿いには転落を防止する防護柵を設置。 
• 万が一、転落した場合は、柵を乗り越えて救助が可能。 

写真 桜井橋北側 

防護柵の例 

アルミと再生木材を用いて質感を天然木に 
近づけつつ、安全性が高く、児童が観察 
しやすい製品を採用する。 

• 東側市道については、児童が、防護
柵越しに新堀川にすむ生物を観察す
ることができるよう、ビームの太さ等を考
慮し、選定する。 

 まちづくり  

• 新堀川への転落を防止するため、川沿いには転落防止柵を設置。 
• 万が一、川に転落した場合に大人が救助に向かう場合は、東側護岸は石垣で整備し、干潟までの高さは1.5m程度であるため、柵を乗り越えれば救助が可能。 

： 防護柵の位置 

四国銀行 
木屋橋支店 

横堀公園 

はりまや橋小学校 

資料５ 



    （３）東側市道における配置計画の検討 25 

高知城北のベンチ（石材＋木材） 横堀公園のベンチ（鋼材＋木材） かるぽーと桜並木のベンチ（石材） 

第３回会議における意見 
• ベンチに座って心地がいい景観であるべき。デザインをどのように考えているのかを示す必要。 
• 安全ゾーンを確保したうえで、ベンチの置き方など、背後のスペースの活用を議論した方が良い。 

配置計画の検討 

配置計画の検討 

• 東側市道は、希少種を近くで観察す
ることができるため、新堀川を眺めること
ができるようベンチの設置を計画。 

• また、希少種を近くで観察することがで
きるため、希少種についての説明板を
設置。 

ベンチの例 

帯屋町公園のベンチ（石材＋木材） 

• ベンチは、帯屋町公園のように圧迫感がなくスリムなデザインを推奨。 

 まちづくり  資料５ 



    （４）看板の検討 ① 26 

第３回会議における意見 
• 新堀川が、いつ頃からどのような使われ方をしてきたのか、人との関わりやまちづくりの歴史をもう少し繊細にとらえてみると
、移り変わりがきれいに見えるのではないか。 

• かつて、人々が川に下りて川を活用できるような仕組みがあったという痕跡を残していければ、新堀川の歴史を振り返る
上で役に立つ。 

看板の検討 

配置計画の検討 • まち歩きの起点となり、溜まりの空間である横堀公園に、総合情報板を設置。 
• 石垣を眺めることができる位置と、新堀川にすむ希少種を観察することができる位置に個別解説板を設置。 
• 旧町名や桜井跡などの既設看板も活用。 

横堀公園 

四国銀行 
木屋橋支店 
旧「木屋」跡 

電
車
通
り 

清澄神社 
歴史解説 

高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー
と 

干潟の創出 

総合情報板 
自然学習・個別解説板 

① 希少生物の生息地の案内 

② 学名、分類、分布等の解説 

③ 生態や特性等の解説（図解） 

① 惣構えのための堀として誕生 

② 近世の解説（水運で栄えたまち等） 

③ 近代の解説（まちの発展、陸路の整備等） 

④ 現代の解説（文化や自然と共生するまち） 

⑤ 地図、絵図、写真、図面等の貼付 

材木町 
旧町名解説 

種崎町 
旧町名解説 

蓮池町 
旧町名解説 

歴史散策・個別解説板 

① 商家「木屋」竹村家物語 

② 写真、屋敷の図面等 

岡
本
寧
浦
塾
舎
跡 

桜井跡 
歴史解説 

永野海軍大将誕生之地 

石垣移築 

至 菜園場商店街 

至 魚の棚商店街 
は
り
ま
や
橋
観
光
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル 

※移設 ※移設 はりまや橋小学校 

石垣創出 

歴史散策・個別解説板 

① 公園の石垣移築の解説 

② 横堀と布積みの解説 新市町 
旧町名解説 

さえんば来楽座 

至 帯屋町商店街 

コアマモ シオマネキ トビハゼ 

 まちづくり  

石垣保存※上部は撤去 

石垣保存※上部は撤去 

干潟と水面の 
創出 

水面の創出 干潟の創出 

武市半平太邸跡及び道場跡の碑 

石垣創出 

資料５ 



    （４）看板の検討 ② 27 

総合情報板 

 まちづくり  

• 新堀川(横堀)は、城下町のまわりにつくられた惣構えのため堀の一部。 
• 新堀川のある下町周辺は、土佐藩の交易の玄関口として水運で栄えた。 
• 都市の発展に伴い、水運から陸運へ徐々に移行し、工場排水や生活排水により、新堀川の水質が悪化していく。 
• 下水道の整備や、環境保護への意識の高まりなどから環境が少しずつ改善し、今では新堀川において希少種が確認されるまでになった。 
• また、新堀川には、亀甲崩しや布積みなど、人々の営みの変化が感じられる積み方の石垣が残る。 
• 水運から陸運の時代へと移りゆく中で、下町やその中の新堀川界隈がどのように変化したのか、総合情報板を用いて説明する。 
• 地域の皆さまに、都市の営みの歴史を、より深く知っていただく学びの場となることを目指す。 

資料５ 

スクリーン スクリーン 
スクリーン 

スクリーン 

スクリーン スクリーン 

スクリーン 

スクリーン 

スクリーン 

スクリーン 

スクリーン 

スクリーン スクリーン スクリーン 

スクリーン 

スクリーン 



    （４）看板の検討 ③ 28 

• 石垣や、商家「木屋」の歴史を解説した個別解説板を設置。 個別解説板 ～歴史・文化～ 

【参考：工事完成区間】 
 雁木（階段護岸）の保存状況 

• 北側の工事完成区間には、新堀川を通る船が荷下ろ
しできるためにあった雁木を埋設保存。 

• 埋設場所には、「雁木埋設の碑」や路面に位置を示
す鋲を設置している。 

 まちづくり  

石垣の移築 
（亀甲崩し） 石垣の創出（布積み） 

※工事影響外 
（布積み・練積み） 

電車通り 
横堀公園 四国銀行 

新堀橋 

新市橋 
桜井橋 

小学校 

水面ゾーン 干潟ゾーン 

東 

西 

石垣の保存（布積み・谷積み） 
※天端撤去 

石垣の保存（布積み・上層は練積み） 
※天端撤去 

※存置（コンクリート擁壁） 

資料５ 

スクリーン 

スクリーン 

スクリーン 



    （４）看板の検討 ④ 29 

• 希少種を安全に観察することができる場所へ、シオマネキ、トビハゼ、コアマモに関する個別解説板を設置。 

個別解説板 ～希少動植物～ 

 まちづくり  資料５ 


